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（２）生物多様性国家戦略 2023-2030 

「昆明・モントリオール生物多様性枠組」を踏まえた生物多様性の保全と持続

可能な利用に関する国の基本的な計画として、令和５年（2023 年）３月に『生物

多様性国家戦略 2023-2030』が閣議決定されました。令和 12 年（2030 年）に向

けた目標として「ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現」が掲げられており、

生物多様性損失と気候危機への統合的対応、ネイチャーポジティブ実現に向けた

社会の根本的変革、30by30 目標、自然資本を守り活かす社会経済活動の推進等が

戦略のポイントとなっています。 

 
 

 
生物多様性国家戦略 2023-2030 の概要 

出典：環境省（2023）『生物多様性国家戦略の概要』 

https://www.env.go.jp/content/000124382.pdf 
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（３）30by30 目標 

30by30 目標は、「昆明・モントリオール生物多様性枠組」における 2030 年グ

ローバルターゲットの１つです。令和 12 年（2030 年）までに陸と海の 30％以上

を健全な生態系として効果的に保全しようとする目標であり、日本でも「生物多

様性国家戦略 2023-2030」における目標の一つとして 30by30 目標を位置付けてい

ます。また、その達成に向けた具体的な道筋として『30by30 ロードマップ』が作

成されています。 

 

 

 

30by30 

出典：環境省 HP https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/ 
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（４）自然共生サイト 

「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を環境省が認

定する区域を『自然共生サイト』といいます。30by30 目標の実現のため、国立公

園等の保護地域の保全に加え、自然共生サイトでの活動をはじめとする民間等に

よる生物多様性の維持、回復又は創出につながる活動を促進していくことが不可

欠です。 

なお、自然共生サイトのうち、国や県などの保護地域との重複を除外した区域

を 、 環 境 省 が 国 際 デ ー タ ベ ー ス に 「OECM：Other Effective area-based 

Conservation Measures」として登録します。 

 

 

保護地域・OECM・自然共生サイトのイメージ 

出典：環境省（2023）令和５年度第１回 OECM の設定・管理の推進に関する検討会・第１回 30by30 に係る経済

的インセンティブ等検討会「資料 1 OECM の設定・管理に関するこれまでの成果について」 

https://www.env.go.jp/content/000147427.pdf 
 
 

（５）生物多様性増進活動促進法 

生物多様性増進活動促進法（地域における生物の多様性の増進のための活動の

促進等に関する法律）は、ネイチャーポジティブの実現に向け、地域における生

物の多様性を増進させる活動等を促進するための法律として、令和６年（2024 年）

4 月に公布されました。同法によって、企業等による地域における生物多様性の増

進のための活動を促進するため、主務大臣による基本方針の策定、当該活動に係

る計画の認定制度の創設と、認定を受けた活動に係る手続のワンストップ化・規

制の特例等の措置等を講ずることとされています。 
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（６）その他の生物多様性に関する動向 

１）自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD） 

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD：Taskforce on Nature-related 

Financial Disclosure）は、企業が自然環境の変化や生物多様性に関する情報を適

切に開示するために設けられた枠組み、もしくは枠組みを構築するための国際的

な組織そのものを指します。金融機関や投資家が、自然環境や生物多様性に対し

てどのようなアクションをとっているかを確認し、適切な投資判断を行うための

タスクフォースとして令和３年（2021 年）6 月に設立されました。 

 

２）緑地認定・認証制度 

SEGES 

社会・環境に対して貢献度の高い優れた緑を評価認定する制

度。 

1990 年代以降の社会環境の変化に伴い、企業等の自主的な緑

の保全・創出活動を支援するために開発された。 

ABINC 認証 

生物多様性に配慮した緑地づくりに取り組む工場・商業施設

等を評価・認証する制度。「いきもの共生事業所Ⓡ推進ガイド

ライン」を評価基準として認証を行う。 

JHEP 

生物多様性の保全や回復に資する取組みを定量的に評価・認

証する制度であり、持続可能な社会の構築に寄与することを

目的に開発された。 

 

３）生物多様性に関する代表的な認証制度 

FSC 認証 

適切な森林管理が行われていることを認証する「森林管理の

認証（FM 認証）」と森林管理の認証を受けた森林からの木

材・木材製品であることを認証する「加工・流通過程の管理

の認証（CoC 認証）」の 2 種類の認証制度。 

レインフォレ

スト・アライ

アンス認証 

森林の保護、労働者の人権尊重や生活向上、気候危機への緩

和と適応など、より持続可能な農業を推進するための包括的

な認証制度。 

MSC 認証 

持続可能で適切に管理されている漁業を認証する「漁業認

証」と、認証された水産物が流通・加工過程で、非認証水産

物と混ざることを防ぐ CoC（Chain of Custody）認証の 2 種

類の認証制度。 

ASC 認証 

環境と社会に配慮し適切に管理された養殖業についての認証

制度。認証された水産物が流通・加工過程で非認証水産物と

混ざることなく消費者に届けるトレーサビリティを持つ。 
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４）外来生物法の改正 

外国から入ってきた外来生物が、日本にもとからいる在来種の生存をおびやか

したり、農林水産業へ被害を与えたりしないように、平成 16 年（2004 年）に外来

生物法が制定されました。令和 5 年（2023 年）4 月 1 日には改正外来生物法が全

面施行され、アメリカザリガニやアカミミガメが条件付特定外来生物となるなど、

外来生物対策が積極的に進められています。 

外来生物法改正のねらい・ポイント 

出典：環境省（2023）『「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律の 

一部を改正する法律」の概要』 

https://www.env.go.jp/content/000124113.pdf 
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１．社会的特性 

（１）人口・世帯数 

つくば市の人口は、254,534 人（令和５年（2023 年））で増加傾向にあり、令

和４年（2022 年）中の市区部の人口増加率で全国１位となりました。 

人口および世帯数の推移（各年 10月 1 日現在） 

出典：統計つくば（令和 5 年度版）より作成 

 

（２）土地利用 

令和５年（2023 年）のつくば市における土地利用は、20 年ほど前と比べ、宅地

が増加し、畑や山林が減少していました。令和 5 年（2023 年）時点では、宅地

（23％）が最も多く、畑（22％）、山林（17％）、田（16％）、その他（15％）、

雑種地（7％）、原野（1％）と続きます。 

土地利用面積の推移 

出典：統計つくば（令和 5 年度版）より作成 

資料５ つくば市の生物多様性の現状 
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（３）農業 

つくば市の農家数・経営耕地面積は、昭和 55 年（1980 年）から令和２年

（2020 年）にかけて減少傾向が続いています。市街化区域では、平成 22 年

（2010 年）～平成 27 年（2015 年）の過去５年間で 163ha の農地が住宅地に転

用されるなど、農地からの転用がみられます。 

専兼業別・主副業別農家数及び経営耕地面積の推移 

出典：統計つくば（令和 5 年度版）より作成 

 

 

過去５年間の農地転用面積（2010～2014 年） 

出典：茨城県都市計画基礎調査集計解析結果（平成 31 年）より作成 
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（４）観光利用者数 

つくば市全体の観光客入込数は、平成 30 年（2018 年）及び令和元年（2019 年）

に２年連続で 400 万人を超え、過去最高水準になりました。しかし、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響により、令和２年（2020 年）には大きく落ち込

み、令和４年（2022 年）は前年に比べ微増しています。 

また、市全体の観光客入込数に占める筑波山の割合は大きいことから、市の観

光において筑波山はとても重要といえます。 

 
観光客入込数の推移 

出典：統計つくば（令和 5 年度版）より作成 

※2011 年より年度（4 月～3 月）の集計から、年（1 月～12 月）の集計に変更している。 

  

1,880

2,125

2,653

3,274

3,674
3,565

4,016

3,725 3,803 3,775
3,627 3,542

3,162

3,454
3,316

3,419
3,320

3,696
3,846

4,217 4,259

2,729
2,433

2,747

1,752
1,975

2,488
2,708

3,011 2,979 2,938 2,950
2,769 2,782

2,610
2,484

2,084 2,138 2,052 2,094
1,968

2,217 2,258
2,475 2,509

2,284

1,869 1,841

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021

（千人） つくば市全体 筑波山



資-16 

 

（５）都市公園 

つくば市における都市公園数及び公園面積は増加傾向が続いており、令和４年

度（2022 年度）時点で 206 か所、195.4ha となっています。 

 
都市公園数と面積の推移（各年度末現在） 

出典：統計つくば（令和 5 年度版）より作成 
※県営公園は含まない。 
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２．自然の状況 

（１）気温 

つくば市の近年の年平均気温は 15 度前後であり、温暖な地域といえます。一方、

内陸部に位置するため他都市と比較すると冬場の冷え込みがやや厳しい地域と

なっています。 

 

 

年平均気温の推移 

出典：「気象統計情報」（気象庁ホームページ）より作成 
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（２）地形 

つくば市の地形 
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（３）植生 

つくば市の現存植生図 
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（４）自然公園・鳥獣保護区 

自然公園区域及び鳥獣保護区 
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参考情報）つくば市内の潜在的 OECM 候補地 

つくば市内の潜在的 OECM 候補地 

 

つくば市内に点在する緑地のうち、新たな保全地域として注目されている OECMとして登録しうるようなまとまった

緑地が維持されている潜在的な候補地を抽出して地図を作製した。凡例は以下の 3つに区分して表示した。①研

究・教育施設：大学キャンパス等の教育施設や大規模な緑地を伴う国や民間企業の研究施設、②公有緑地：つくば

市や茨城県が所有する都市公園や文化財施設等、③その他：緑地面積の大きな神社やゴルフ場、市民団体・企業等

が保全活動を進める里山など。 

 

出典：吉田正人・日本自然保護協会（2023）「つくば市内の潜在的 OECM 候補地地図～筑波大学自然保

護寄附講座生物多様性重要地域研究プロジェクト」（非公表データ） 
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（５）着目すべき自然環境等一覧 

令和 6 年（2024 年）10 月時点 

 

 

  

種類 名称 

国定公園 水郷筑波国定公園 

生物多様性保全上重要

な里地里山 
筑波山麓「すそみの田んぼ」と周辺谷津田 

自然共生サイト 

つくばこどもの森保育園 

つくば生きもの緑地 in 国立環境研究所 

戸田建設 筑波技術研究所 

応用地質株式会社 つくばオフィス内緑地 

つくば万博の森 

SEGES 認定サイト 戸田建設株式会社 筑波技術研究所 

ABINC 認証 

安藤ハザマ技術研究所 

TSUKUBA TERRACE(ルネつくばローレルコート) 

つくばグランヴィラ 

JHEP 認証 佐藤工業株式会社 技術センターSOU（つくばのみどり） 

ふるさと文化財の森 高エネルギー加速器研究機構茅場 

緑地環境保全地域 大曽根緑地環境保全地域 

特定植物群落 
筑波山の植生 

谷田部町の台地斜面の植生 

県指定 天然記念物 
大穂のウメ 

下横場の大グミ 

市指定 天然記念物 

大つげ 

大けやき 

今川家墓所のシイ 

念向寺のイチョウ 

念向寺のシイ 

茎崎第一小学校のシイ 

ほしぎきゆきのした 

まるばくす 

香取神社の大けやき 
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３．つくば市生物多様性調査の結果 

（１）生きもの調査結果 

１）生物相 

関東平野で普通に確認される種が中心ではあるものの、筑波山や点在する平地林

の存在により、各分類群において多様な種が確認されました。 

茨城県内での確認種数と比較すると、全体のおよそ 25.8%がつくば市内で生息

し、また、周辺の市町村での確認種数と比較して、同等あるいは多数の種が生息し

ていると言えます。 

 

つくば市内の野生生物の確認種数（外来生物を含む） 

調査項目 

つくば市 茨城県 

確認種数 外来種 植栽種など 確認種数 
つくば市 

の割合 

植物(維管束植物) 54 目 164 科 1,353 種  うち 204 種 うち 172 種  約 2,900 種*1 46.7% 

哺乳類 6 目  13 科   23 種  うち 5 種   36 種*1 63.9% 

鳥類 16 目  43 科 136 種  うち 6 種   393 種*2 34.6% 

爬虫類 2 目  9 科   14 種  うち 3 種   16 種*2 87.5% 

両生類 2 目  6 科   11 種  うち 2 種   15 種*2 73.3% 

昆虫類 20 目 276 科 1,803 種  うち 25 種   9,568 種*3 18.8% 

合計 3,340 種 約 12,928 種 25.8% 

*1 「茨城の生物多様性戦略」（平成 26 年、茨城県）の記載種 

*2 「茨城における絶滅のおそれのある野生生物 動物編 2016 年改訂版（茨城県版レッドデータブック）」 

（平成 28 年、茨城県）の記載種 

*3 「茨城県産昆虫目録」（2024、ミュージアムパーク茨城県自然博物館）の記載種 

 

 

つくば市内と近隣市町村の比較 

調査項目 
茨城県 千葉県 

つくば市 かすみがうら市*1 柏市*2 野田市*3 市川市*4 

植物(維管束植物) 1,353 種 約 1,000 種 - 792 種 1,264 種 

哺乳類  23 種 - 10 種 - 15 種 

鳥類  136 種 187 種 74 種 100 種 193 種 

爬虫類  14 種 - 11 種 9 種 6 種 

両生類  11 種 - 8 種 7 種 13 種 

昆虫類  1,803 種 - 486 種 584 種 2,535 種 

*1 かすみがうら市環境基本計画 

*2 柏市生きもの多様性プラン 

*3 生物多様性のだ戦略 

*4 生物多様性いちかわ戦略 
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２）希少種の状況 

つくば市内では合計 171 種の希少種が確認されました。天然記念物としてマルバ

クス、ホシザキユキノシタ、シラコバトの 3 種、国内希少野生動植物種としてハヤ

ブサとツクバハコネサンショウウオの 2 種が確認されています。環境省レッドリス

ト掲載種は 67 種、茨城県レッドデータブック（RDB）掲載種は 157 種が確認されて

います。 

今回の調査により、つくば市内でこれまで確認されていなかったキタミソウ（環

境省レッドリスト(RL)で絶滅危惧Ⅱ類、茨城県レッドデータブックで絶滅危惧ⅠB

類に指定）が初確認されたほか、近年では茨城県内では確認例数が少なく絶滅が心

配されているアオヘリアオゴミムシ（環境省レッドリスト及び茨城県レッドデータ

ブックで絶滅危惧ⅠA 類に指定）も確認されました。 

 

つくば市内の希少種の確認種数 

分類群 
希少種 

天然記念物*1 種の保存法*2 環境省 RL*3 茨城県 RDB*4,5 合計*6 

植物（維管束植物） 2 種 0 種 32 種 101 種 102 種 

哺乳類 0 種 0 種 1 種 6 種 6 種 

鳥類 1 種 1 種 17 種 21 種 25 種 

爬虫類 0 種 0 種 1 種 4 種 4 種 

両生類 0 種 1 種 2 種 5 種 5 種 

昆虫類 0 種 0 種 14 種 20 種 29 種 

合計 3 種 2 種 67 種 157 種 171 種 

 *1「文化財保護法」(昭和 25 年 法律 214 号)により定められた種（特別天然記念物、天然記念物） 

*2「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」(平成 4 年、法律第 75 号)の国内希少野生動植物種 

*3「環境省レッドリスト 2020」（令和 2 年、環境省）の記載種 

*4「茨城における絶滅のおそれのある野生生物 植物編 2012 年改訂版（茨城県版レッドデータブック）」 

（平成 25 年、茨城県）の記載種 

*5「茨城における絶滅のおそれのある野生生物 動物編 2016 年改訂版（茨城県版レッドデータブック）」 

（平成 28 年、茨城県）の記載種 

*6 重複種を含む 

 

 

  

  

キタミソウ アオヘリアオゴミムシ 
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３）外来種の侵入状況 

外来種とは、人為によって国内外問わず本来の生息・生育地域から、元々は生息

していなかった地域に入り込んだ生物のことです。つくば市においても、多くの外

来種が侵入し、合計 245 種が確認されています。 

植物では、アレチウリ、オオカワヂシャ、オオキンケイギクの 3 種の特定外来生

物が確認されています。また、市内では、生態系被害防止外来種リストの重点対策

外来種になっているセイタカアワダチソウの繁茂も見られ、生態系や在来植物への

影響が懸念されています。 

動物では、特に特定外来生物のアライグマによる農作物への影響や在来生態系へ

の影響が深刻です。筑波山では特定外来生物のガビチョウとソウシチョウが鳥類相

を優占しています。市内に分布するため池や公園の水辺には条件付特定外来生物の

アカミミガメが広く分布し、水田地域では国内由来の外来種であるヌマガエルが分

布を広げています。昆虫類では特定外来生物のクビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴ

マダラカミキリ、アカボシゴマダラの 3 種が確認され、カミキリムシ類は樹木を枯

死させる被害をもたらし、アカボシゴマダラはエノキを食草とする在来チョウ類と

の競合が懸念されます。 

今回の調査対象分類群以外では、特定外来生物のセアカゴケグモの確認が増加し

ており、健康被害が危惧されています。また、条件付特定外来生物のアメリカザリ

ガニが市内の水辺で広く生息し、生態系への影響が懸念されています。 

 

つくば市内の外来種の確認種数 

分類群 

外来種 

特定外来生物*1 
生態系被害 

防止外来種*２ 

茨城県 

外来種リスト*３ 
合計*４ 

植物（維管束植物）*5 3 種 61 種 204 種 204 種 

哺乳類 1 種 5 種 4 種 5 種 

鳥類 2 種 3 種 6 種 6 種 

爬虫類 1 種 1 種 3 種 3 種 

両生類 1 種 2 種 2 種 2 種 

昆虫類 3 種 2 種 25 種 25 種 

合計 11 種 74 種 244 種 245 種 

*1「外来生物法」(平成 16 年法律 78 号)により定められた種（特定外来生物、条件付特定外来生物） 

*2「生態系被害防止外来種リスト」に記載された外来種 

*3「茨城の外来種データブック 2023 年版」（令和 5 年、茨城県）の記載種 

*4 重複種を含む 

*5 植栽種を除く 

 

 

  

アレチウリ ソウシチョウ アカボシゴマダラ 
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（２）つくばとゆかりのある生きものリスト 

つくば市には多数の研究機関が位置し、生物多様性を研究する多くの研究者が活

動しているほか、つくば市を象徴する筑波山も存在することから、つくばにゆかり

のある生きもの、「つくば」と名の付く生きものが多く存在します。 

筑波山に固有な種や筑波山周辺のみに分布する種、市内がホロタイプ（ある生物

が新種記載されたときに、その生物の代表となる標本）産地の種、和名に「つく

ば」を冠するものもいれば、学名に「tsukuba」が含まれるものまで様々です。 

 

つくばとゆかりのある生きものリスト 

分類 和名 学名 
筑波山のみ 

に分布 

筑波山周辺 

に分布 

市内が 

ホロタイプ産地※ 

植物 

クスノキ目クスノキ科 マルバクス 
Cinnamomum camphora var. 

rotundifolia 
    ○ 

クサスギカズラ目ラン科 ツクバキンラン Cephalanthera falcata f. conformis   ○   

クサスギカズラ目ラン科 クモキリソウ Liparis kumokiri      ○ 

クサスギカズラ目クサスギカズラ科 オオナルコユリ Polygonatum macranthum     ○ 

イネ目カヤツリグサ科 ツクバスゲ Carex hirtifructus     ○ 

キンポウゲ目キンポウゲ科 ツクバトリカブト 
Aconitum japonicum subsp. 

maritimum 
    ○ 

ユキノシタ目ユキノシタ科 ホシザキユキノシタ Saxifraga stolonifera f. aptera ○     

バラ目グミ科 ツクバグミ Elaeagnus montana var.ovata     ○ 

シソ目シソ科 ツクバキンモンソウ Ajuga yesoensis var.tsukubana     ○ 

キク目キク科 ツクバヒゴタイ（アサマヒゴダイ） Saussurea savatieri     ○ 

両生類 有尾目サンショウウオ科 ツクバハコネサンショウウオ Onychodactylus tsukubaensis ○    

昆虫類 

ハエ目ユスリカ科 

ツクバハモンユスリカ Polypedilum tsukubaense       

ヒガシビワヒゲユスリカ Biwatendipes tsukubaensis     ○ 

マルオフユユスリカ Hydrobaenus tsukubalatus     ○ 

Hydrobaenus tskubalatus Hydrobaenus tskubalatus     ○ 

ハエ目ショウジョウバエ科 ツクバショウジョウバエ Drosophila tsukubaensis     ○ 

コウチュウ目オサムシ科 
ツクバクロオサムシ Carabus albrechti tsukubanus   ○   

ツクバホソナガゴミムシ Pterostichus tsukubasanus     ○ 

陸産貝類 

柄眼目キセルガイ科 ハブタエギセル Mundiphaedusa decussata      ○ 

柄眼目ナンバンマイマイ科 ツクバビロウドマイマイ 
Nipponochloritis bracteatus 

tsukubaensis 
○     

 

※ ホロタイプ：種の新しい学名（新種など）の基準となる、記載論文で命名者が定める唯一の標本のこと 
 

 

  

 

 

  

「つくば」と名の付く生きもの 

・筑波山系のみに生息 
・国内希少野生動植物種 

・クロオサムシの関東地方北
部亜種 

・筑波山周辺のみに分布 

・茨城県筑波山麓で発見され
たキンランの 1 品種 

・市内にも点在して生育 

ツクバハコネサンショウウオ ツクバキンラン ツクバクロオサムシ 

早瀬長利氏 撮影 伊藤彩乃氏 提供 
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（３）エリア別の生物多様性 

１）筑波山エリア 

つくば市の北部に位置し、標高 877 メートルの筑

波山を中心とする地域で、そのほとんどが山林で

構成されています。 

筑波山は関東平野に突き出た双耳峰で、女体山

と男体山からなります。山体の大部分は硬い斑れ

い岩で構成されており、約 7500 万年前の白亜紀に

形成されたと考えられ、独特の生態系を形成して

います。ジオパークとしても認定されており、地

質学的特徴と生物多様性が密接に関連していま

す。 

山頂地域においてはカタクリ、ヒイラギソウ、

キクザキイチゲ、ニリンソウ、オオナルコユリ、

トウゴクサバノオ、ユリワサビ、タマガワホトト

ギス、ソバナ、アサマヒゴタイなど、山頂部の冷

温帯という寒冷な気候条件に生育する種が見られ

ます。自然性の高い森林域では、ニホンリスやム

ササビ、テンといった哺乳類が生息し、コルリや

センダイムシクイ、ヒガラ等の山地性の鳥類が繁殖するほか、山頂から続く谷筋

の沢にはツクバハコネサンショウウオやタゴガエル、ヤマアカガエル等の両生類

が生息し、ハルゼミやアオバセセリ、オナガアゲハといった山地性の強い昆虫類

が生息します。山頂地域に近いつつじが丘では、減少したススキ草地の保全活動

が行われ、タムラソウやワレモコウが生育しています。 

中腹地域においてはホシザキユキノシタ、アリドオシ、イズセンリョウ、オオ

キジノオ、ヨウラクランなどの暖温帯系の植物が生育します。また腐生植物であ

るギンリョウソウも生育します。周辺の樹幹部ではタマムシが飛翔し、林床では

筑波山地域に生息するツクバクロオサムシが確認できます。谷筋を流れる渓流で

はアオシギやヤマシギが採餌をするほか、ヘビトンボ、シマアメンボ等の流水性

の昆虫類が生息します。筑波山神社周辺には多数の池が存在し、アズマヒキガエ

ルの繁殖地となっています。 

 

  

 
ホシザキユキノシタ 

 

ニホンリス 

 

ヤマツツジで吸蜜するオナガアゲハ 
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筑波山エリア 地域環境特性図 

山麓では暖温帯の照葉樹林、標
高約 700m 以上は冷温帯の夏緑
樹林、中腹はその推移帯の中間
温帯林と、大きく 3 つの相を有
します。これに伴う多様な動植
物が生息しています。 

筑波山 

そのほとんどが山林で構成され、
動植物は樹林性の種や沢に生息す
る種が中心です。 

筑波山エリアの土地利用 

 
夏緑樹林に生育するヒイラギソウ 

保全活動により、つつじヶ丘
にわずかに残存するススキ草
地にはワレモコウやタムラソ
ウが生育しています。 

筑波山つつじヶ丘 

 
タムラソウ 

筑波山系の周辺には高い山はな
く、特に山地性・樹林性鳥類の
貴重な繁殖地・中継地・越冬地
となっています。 

鳥類の繁殖地・中継地・越冬地 

 
筑波山エリアを渡りの移動経路 

として通過するハチクマ 

 
筑波山で越冬するヤマシギ 

【出典】 

茨城県都市計画基礎調査（令和 4 年度）より作成 

陰影起伏図:「基盤地図情報(数値標高モデル)」(国土地理院) 

(https://fgd.gsi.go.jp/download/ref_dem.html) 
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２）田園・里山エリア 

筑波山の麓から平野部にかけて広がる地域で、田園風景が特徴的です。谷津田

や平地林など、多様な環境が存在し、それぞれに特有の生態系が形成されていま

す。特に宝篋山（小田山）のような里山は、地域の人々に親しまれ、ハイキング

や自然観察の場としても利用されています。 この地域の植生は、主に農地や二次

林が中心であり、自然植生としては広葉樹林や針葉樹林が点在しています。農地

周辺では谷津田や平地林などの多様な環境に様々な動植物が生息・生育しており、

農業と自然が調和した特有の生態系が維持されています。 

市内に点在する平地林や緑地には、シュンラン、コクランなど森林性の種や、

ワレモコウ、ツリガネニンジン、ヤマユリ、ウメガサソウ、キジムシロ、オガル

カヤなど明るい森林の林床・草原性の種が点在して分布します。特に市民団体等

の管理者によって保全活動が実施されている森林、畑や道沿いの小規模な草地で

確認されています。 

点在する湿地・水辺環境にはカワヂシャ、クロホシクサ、イトイヌノヒゲ、イ

トトリゲモ等の希少な種が残存するほか、河川域ではキタミソウやヨロイグサ、

ヒロハハナヤスリなど、氾濫原に生育する種が残存・生育しています。 

良好な谷戸や水田環境の周辺では、アズマヒキガエルやトウキョウダルマガエ

ル、ニホンアカガエル、ムカシツチガエルといった両生類が生息し、コオイムシ

やシマゲンゴロウ、ガムシ類、ヘイケボタル等の比較的豊富な水生昆虫類が生息、

これらを餌資源とするサシバなどの上位捕食者が生息し、生物多様性が豊かとい

えます。 

  

 

ワレモコウ 

 

ツリガネニンジン 

 

アズマヒキガエル 

 

 

ヘイケボタル 
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田園・里山エリア 地域環境特性図 

 

筑波山系の山麓には昔なが
らの谷津田が点在し、近年
減少していると言われてい
るニホンアカガエルやアズ
マヒキガエルなどの両生類
が多数生息するなど、豊か
な生物多様性を有していま
す。一方で、管理の担い手
の問題や遊休農地の増加、
外来種の分布拡大により、
生物多様性が低下していく
ことが懸念されます。 

筑波山系の山麓 

 
ニホンアカガエル 

多くが田畑で構成され、平地林や
工業用地が点在しています。特に
北西部に畑地、北東部に水田が集
中して分布しています。 

田園・里山エリアの土地利用 

平地に点在する谷地形は、
開発の難しさから、谷戸と
なって残存しています。 
そうした場所ではタコノア
シなどの湿生植物が生育
し、ニホンアカガエルなど
の両生類やコオイムシなど
の水生昆虫、これらを餌資
源とするサシバなどの上位
捕食者が生息しています。 

 
サシバ 

つくば市には複数の河川が
通り、小貝川沿いではキタ
ミソウ、桜川沿いではヨロ
イグサが生育するなど、河
川生態系にも注目が必要で
す。 

河川の生物多様性 

 
キタミソウ 

【出典】 

茨城県都市計画基礎調査（令和 4 年度）より作成 

平地に点在する谷戸 
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３）研究学園都市エリア 

研究学園都市エリアは、つくば市の中心部に位置し、多くの研究機関や大学を

含む地域です。このエリアは計画的に開発され、都市機能と緑豊かな環境が調和

しています。つくばエクスプレスの開通により、東京へのアクセスも向上し、人

口増加が続いています。緑地の確保や環境に配慮した都市設計により、都市部に

おいても生物多様性が維持されています。 

都市公園などの緑地において、キンランやノヤマトンボソウといった希少種に

加え、ヤマユリといった減少傾向にある種が生育・残存しています。また、各研

究所や公園の緑地が一体的に残存し、それぞれが管理されているほか、周辺部に

分布する田園・里山エリアとの連続性が維持されており、オオタカやフクロウな

ども生息・繁殖が確認されています。また、各公園や施設が内包する水辺環境に

おいても、湿生植物群落が残存することでヒシやタコノアシ等の水生植物が残存

し、これらを利用するチョウトンボやハネナシアメンボなども確認でき、これら

を捕食するカイツブリやカワセミ等の水辺の鳥類も多く確認されています。 

市内を南北に横断するペデストリアンデッキでは、多様な樹木や草花が植栽さ

れていることから、ジャコウアゲハやオオスカシバ等が吸蜜に訪れ、都市部とし

ては多様な昆虫類が生息しています。 

  

 

ヤマユリ 

 

タコノアシ 

 

 

フクロウ 

 

 

オオスカシバ 
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研究学園都市エリア 地域環境特性図 

  

市街地を南北に横断するペ
デストリアンデッキ沿いに
は多様な街路樹や植栽があ
り、小～中規模な緑地同士
が接続され、鳥類や飛翔能
力の高い昆虫類の移動経路
となっています。 

ペデストリアンデッキ 

 
ペデストリアンデッキ 

住宅や商工業用地などから構成さ
れ、田畑や平地林・公園・緑地が
点在しています。筑波大学や工場
用地などのその他用地において
も、広い緑地面積を有している場
合が多く、実際にはより多くの緑
が存在しています。 

研究学園都市エリアの土地利用 

市街地に残存する平地林で
は、市民団体を中心とした
管理作業により、キンラン
などが生育しています。ま
た、周辺の田畑と一体と
なった良好な平地林ではフ
クロウが生息・繁殖し、市
民にとって身近な存在と
なっています。 

市街地に残された平地林 

 
キンラン 

 
フクロウのヒナ 

【出典】 

茨城県都市計画基礎調査（令和 4 年度）より作成 

市街地には調節池や池のあ
る公園などの水辺環境が点
在し、カモ類やカイツブ
リ、カワセミなどの水辺の
鳥類、チョウトンボなどの
昆虫類を身近に観察するこ
とができます。 

点在する水辺環境 

 
公園の池に生息するカイツブリ 
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（４）つくば市で大切にしたい生きものの解説 

「つくば市で大切にしたい生きもの」として選定した、植物 24 種、哺乳類４種、

鳥類 10 種、爬虫類 2 種、両生類３種、昆虫類 20 種について、各種の写真と簡単

な解説で紹介します。 

 

 

 

つくば市で大切にしたい生きもの選定フロー  
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１）つくば市で守りたい種 

市内において減少傾向にある種や、保全的価値の特に高い種について、植物 4 種、

哺乳類 1 種、鳥類 2 種、両生類 1 種、昆虫類 2 種を選定しました。 

 

分類 写真と解説 

維管束 

植物 

 

種名：ホシザキユキノシタ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：生育は筑波山に限定されるものの、市の花であ
り、良好な樹林環境における指標となり保全価値が高い。
つくば市の天然記念物に指定され、「環境省レッドリスト
2020」・「茨城県レッドデータブック 2012」で絶滅危惧ⅠＡ
類に指定されている。 

 

種名：カワラナデシコ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：開けた日当たりの良い草地を好むため、良好な
草地環境の保全・創出における重要な指標となり、特徴的
な花は一般にも認知しやすい。県内各地に生育するが、最
近生育地の減少が進んでいる。「茨城県レッドデータブック
2012」で準絶滅危惧種に指定されている。 

 

種名：ヒイラギソウ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：冷温帯に生育し、良好な樹林環境の保全・創出
における指標となり、特徴的な花は一般の認知もしやす
い。「環境省レッドリスト 2020」で絶滅危惧ⅠB 類、「茨城
県レッドデータブック 2012」で絶滅危惧Ⅱ類に指定されて
いる。 

 

種名：タムラソウ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：草地 
選定理由：山地の草原環境に生育し、良好な草地環境の保
全・創出における指標となり、特徴的な花は一般の認知も
しやすい。「茨城県レッドデータブック 2012」で準絶滅危
惧種に指定されている。 
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分類 写真と解説 

哺乳類 

 

種名：カヤネズミ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：草地や水田の周辺に生息し、市内に点在する良
好な草地環境の保全・創出における指標となり、一般の認
知度も高い。「茨城県レッドデータブック 2016」で情報不
足②現状不明種に指定されている。 

鳥類 

 

種名：オオタカ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：緑地 
選定理由：森林に生息する猛禽類で、市内に広く分布し、
良好な樹林環境の保全・創出における指標となり、一般の
認知度も高い。「環境省レッドリスト 2020」・「茨城県レッ
ドデータブック 2016」で準絶滅危惧に指定されている。 

 

種名：サシバ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：樹林 
選定理由：つくば市では里山の環境に生息する夏鳥で、市
内に広く分布し、良好な谷津田環境の保全・創出における
指標となり、一般の認知度も高い。「環境省レッドリスト
2020」で準絶滅危惧、「茨城県レッドデータブック 2016」
で絶滅危惧 II 類に指定されている。 

両生類  

 

 

 

種名：ツクバハコネサンショウウオ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：水辺(沢) 
選定理由：筑波山を象徴する種であり、渓流や湿地に生息
する両生類。保全上特に留意すべき種である。国内希少野
生動植物に指定され、「環境省レッドリスト 2020」・「茨城
県レッドデータブック 2016」ともに絶滅危惧 IA 類に指定さ
れている。 

昆虫類 

 

種名：オオムラサキ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：樹林 
選定理由：良好な雑木林に生息し、保全・創出における指
標となり、一般の認知度も高い。「環境省レッドリスト
2020」で準絶滅危惧、「茨城県レッドデータブック 2016」
で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。 

 

種名：アオヘリアオゴミムシ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：湿地性の良好な環境に生息するゴミムシで、近
年の茨城県内での確認例数が少なく絶滅が心配されている
保全的価値の高い種。近年の茨城県内での確認例数が少な
く、「環境省レッドリスト 2020」・「茨城県レッドデータ
ブック 2016」で絶滅危惧ⅠA 類に指定されている。 

 

 

  

カヤネズミの球巣 

早瀬長利氏 撮影 
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２）モニタリング指標種 

市内の良好な環境や、保全・再生活動を行った場所のモニタリング指標となる

種について、植物 9 種、哺乳類 2 種、鳥類 5 種、爬虫類 1 種、両生類 1 種、昆虫

類 9 種を選定しました。 

 

分類 写真と解説 

維管束 

植物 

 

種名：ミズニラ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：浅い池や湿地、休耕田などに生育し、良好な水
辺環境の保全・創出における指標となり、特徴的な見た目
は一般の認知もしやすい。「環境省レッドリスト 2020」で
準絶滅危惧種、「茨城県レッドデータブック 2012」で準絶
滅危惧種に指定されている。 

 
種名：アマナ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：市内の明るい樹林・草地環境に生育し、良好な
樹林・草地環境の保全・創出における指標となる。特徴的
な見た目は一般の認知もしやすい。「茨城県レッドデータ
ブック 2012」で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。 

 

種名：キンラン類（キンラン、ギンラン） 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：市内の平地林を中心に広く分布し、良好な樹林
環境の保全・創出における指標となる。キンランは「茨城
県レッドデータブック 2012」で準絶滅危惧種、ギンランは
「環境省レッドリスト 2020」で絶滅危惧Ⅱ類、「茨城県
レッドデータブック 2012」で準絶滅危惧に指定されてい
る。 

 

種名：ジョウロウスゲ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：湿地に生育する。市内に広く点在し、良好な湿
地環境の保全・創出における指標となる。特徴的な花は一
般の認知もしやすい。「環境省レッドリスト 2020」で絶滅
危惧Ⅱ類、「茨城県レッドデータブック 2012」で準絶滅危
惧種に指定されている。 

 

種名：タコノアシ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺(湿地) 
選定理由：沼、水田、川原などで、水位の変動する場所に
多く生える。市内に広く点在し、良好な湿地環境の保全・
創出における指標となる。特徴的な見た目は一般の認知も
しやすい。「環境省レッドリスト 2020」・「茨城県レッド
データブック 2012」で準絶滅危惧種に指定されている。 

 

種名：ワレモコウ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：市内の日当たりがよく、やや湿った良好な草地
に生育し、草地環境の保全・創出における指標となる。特
徴的な見た目は一般の認知もしやすい。  

  

キンラン 
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分類 写真と解説 

維管束 

植物 
 

種名：ブナ（ブナ林） 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：筑波山の山頂付近にのみ生育しており、氷河時
代の生き残りと考えられている。筑波山の冷温帯を構成す
る樹木で、良好な樹林環境の指標となる。  

 
種名：ヤマツツジ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：樹林 
選定理由：アカマツ林に特徴的な低木で、やや乾燥した日
当たりの良い場所に生育する。良好なアカマツ林環境の保
全・創出における指標となる。  

 

種名：ヨロイグサ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺(河川) 
選定理由：桜川流域に、土浦市域から断続的に生育するヨ
ロイグサは、関東地方における唯一の野生個体群であり、
保全的価値が高い。 

哺乳類 

 

種名：コウモリ類 
指標エリア：筑波山、田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林、水辺 
選定理由：洞窟、樹洞、建物の隙間などをねぐらとする。
つくば市内に広く分布し、バットディテクターによるモニ
タリングが可能で、良好な樹林環境や水辺環境を指標す
る。「茨城県レッドデータブック 2012」では、コテングコ
ウモリなど一部の種が絶滅危惧 IB 類等に指定されている。 

 

種名：キツネ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：市街地の拡大により生息域が縮小している可能
性もあるが、適応力の高さから都市近郊でも生息してい
る。田園・里山エリアの良好な草地の保全・創出における
指標となり、センサーカメラによるモニタリングが可能
で、一般の認知もしやすい。  

鳥類 

 

種名：コガモ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：湖沼、河川、水田などの水辺環境に生息する小
型のカモ。ドングリも餌資源のひとつであり、良好な樹林
環境とセットになった水辺に飛来する。観察がしやすく、
ドングリも食べることから、良好な樹林と水辺がセットと
なった環境を指標する。  

 

種名：イカルチドリ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺(河川) 
選定理由：観察がしやすく、河川の砂州など氾濫原環境に
依存する種で、良好な河川管理における指標となる。「茨城
県レッドデータブック 2012」で絶滅危惧Ⅱ類に指定されて
いる。 
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分類 写真と解説 

鳥類 

 

種名：コゲラ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：亜寒帯針葉樹林から亜熱帯照葉樹林まで、常緑
や落葉の広葉樹林、マツ林、竹林などいろいろな樹林に生
息し、近年は樹木の多い集落や公園でも繁殖する。最も身
近なキツツキ類で、良好な樹林環境を指標する。 

 

種名：セッカ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：ヨシ原や草丈の高い草地に生息する。良好な湿
性草地環境を指標し、その特徴的な声は一般にも認知しや
すい。  

 

種名：ルリビタキ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：つくば市においては冬鳥であり、適度な植生管
理が行われ、下層植生が豊かな平地林を指標し、特徴的な
見た目は一般にも認知しやすい。 

爬虫類 

 

種名：シマヘビ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：捕食者であり市内で数を減らしている。特にカ
エル類が豊かな水辺環境の保全・創出における指標とな
り、一般の認知度も高い。 

両生類 

 

種名：ニホンアカガエル 
指標エリア：筑波山、田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：良好な水辺環境の保全・創出における指標とな
る。アライグマ等外来生物による影響を受け、つくば市内
において減少が懸念される種。 

昆虫類 

 

種名：イトトンボ類 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：種によって生息環境は異なるが、平地～山地の
抽水植物の繁茂する池沼•湿地に生息する。市内に広く分布
し、良好な湿地環境の保全・創出における指標となり、一
般の認知度も高い。  

 

種名：ヒガシキリギリス 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：草地や森林の縁の低木や草本に生息する。良好
な草地環境を指標し、特に緑地の連続性を指標する。特徴
的な鳴き声は、一般にも認知しやすい。  
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分類 写真と解説 

昆虫類 

 

種名：シマアメンボ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：水辺（沢） 
選定理由：渓流など流れのある水辺に生息する。良好な水
辺（沢）を指標し、特徴的な見た目は一般にも認知しやす
い。  

 

種名：コオイムシ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：水生植物の豊富な浅い池沼や水田に生息する。
市内の水田に点在し、良好な水田環境の保全・創出におけ
る指標となる。「環境省レッドリスト 2020」で準絶滅危
惧、「茨城県レッドデータブック 2016」で絶滅危惧Ⅱ類に
指定されている。 

 

種名：ギンイチモンジセセリ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：特徴的な見た目をしており、良好な草地環境の
保全・創出における指標となる。筑波山におけるススキ草
地再生 にお ける 目標 種と なる。「 環境 省レ ッド リス ト
2020」で は準 絶 滅危 惧 、「茨 城 県 レッ ド デー タ ブッ ク
2016」で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。 

 

種名：ムラサキシジミ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：平地～山地の照葉樹林や落葉広葉樹林に生息す
る。成虫は 6 月中旬からみられ成虫越冬し翌年の 4 月にも
みられる。良好な樹林環境の保全・創出における指標とな
り、一般の認知もしやすい。 

 

種名：シマゲンゴロウ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：水生植物の豊富な浅い池沼や水田に生息する。
市内の良好な水田に点在し、移動性が高いことから良好な
水田環境の保全・創出における指標となる。「環境省レッド
リスト 2020」では準絶滅危惧に指定されている。 

 

種名：オオヒラタシデムシ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：平地から山地の林床や草原などに生息してい
る。成虫は 4 月～10 月にみられる。分解者であり、豊かな
階層構造を有する緑地環境の保全・創出における指標とな
る。 

 

種名：アシナガバチ類 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：花粉を媒介する送粉者であるほか、害虫などの
捕食を行い、軒下や樹木の枝など、様々な場所に生息す
る。都市域でも生息可能であることから、良好な緑地の指
標となる。  
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３）つくば市民に身近な種 

「つくば市で守りたい種」や「モニタリング指標種」に含まれないものの市民

にとって親しみのある種について、「つくば市民に身近な種」として、植物11種、

哺乳類 1 種、鳥類 3 種、爬虫類 1 種、両生類 1 種、昆虫類 9 種を選定しました。 

 

分類 写真と解説 

維管束 

植物 

 

種名：アカマツ（アカマツ林） 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：尾根など乾いた場所に生育する他、コナラ林を
伐採した後に二次的に成立することがある。かつてのつく
ば市の平地にはアカマツ林とそれに伴う生態系が成立して
おり、身近な種だった。  

 

種名：カタクリ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：筑波山頂上に群生地があり、市民に親しまれて
いる種。早春の落葉広葉樹林下で樹木の葉が展開する前に
短い間のみ開花する。 

 

種名：ヤマユリ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：市民アンケートによる認知度が 91.5%と高く、
平地にも点在しており、見た目も美しいことから市民に
とって身近な種。 

 

種名：ケヤキ（ケヤキ林） 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：市の木として選定されており、ケヤキ並木など
市民にとって身近な種。自然の中では渓谷や沢沿いの斜面
などに生える。社寺林や屋敷林にもみられ、樹洞などが生
きものに利用されている。 
 
 

 

種名：スミレ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：樹林の林縁や市街地の路傍など様々な場所に生
育する。市内に広く分布し、都市公園などでも見ることが
できる。一般の認知度が高い種。 

 

種名：トウゴクミツバツツジ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：高標高地域に生育する種で、筑波山頂上周辺で
見られる。登山道沿いにも生育し、親しみやすい種。  
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分類 写真と解説 

維管束 

植物 

 

種名：フデリンドウ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：日当たりのよい落葉広葉樹林の下や草地に生育
し、市民にとって親しみやすい種。  

 

種名：ツクバキンモンソウ 
指標エリア：筑波山、田園里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：二次林などの明るい樹林下や林縁など、適切な
管理が行われた良好な土壌環境のみに生育する。平地林に
も点在することから市民にとって親しみやすい種。 

 

種名：ツリガネニンジン 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：二次林などの明るい樹林下や林縁、草地に生育
する。適度に管理された草地や林縁に生育し、特徴的な花
が市民にとって親しみやすい種。  

 

種名：コオニタビラコ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：水田やそのあぜなど湿った場所に生育する。良
好な水田などで見られる。春の七草のうち、ホトケノザと
呼ばれる種で、市民にとって身近な種。  

 
種名：カントウタンポポ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：時々草刈りが行われる日当たりのよい草地に生
育する。市内に広く分布し、都市公園などでも見ることが
できるが、都市化により数を減らしている。  

哺乳類 

 

種名：ノウサギ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：低地から亜高山帯までの森林や草原など様々な
環境にみられる。市内の良好な草地に生息し、市民にとっ
て身近な種。  

鳥類 

 

種名：フクロウ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：市の鳥として選定されており、市民アンケート
による認知度が 96%とほぼすべての市民が認知している。
大径木のある成熟した森林に生息し、つくば市内では比較
的身近な平地林で繁殖し、市民に身近な種。 
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分類 写真と解説 

鳥類 

 

種名：カワセミ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：市内に広く分布し、 平地から山地の川、池など
の水辺に生息し、単独またはつがいで見られる。都市部に
おいても良好な水辺に生息する。一般の認知度が高い種。  

 

種名：ヒバリ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：農地など、草丈の低い草原や農地に生息する。
市内の農地環境に点在して繁殖しており、その特徴的な鳴
き声が市民にとって親しみやすい種。  

爬虫類 

 

種名：ニホンカナヘビ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：日当たりの良い草地や森林の縁に生息する。捕
食者であり、餌資源が豊かな樹林環境の保全・創出におけ
る指標となり、一般の認知度も高い。  

両生類 

 

種名：アズマヒキガエル 
指標エリア：筑波山、田園・里山、研究学園都市 
指標環境：水辺 
選定理由：筑波山のガマガエルとしてつくば市になじみ深
い。一方で、つくば市内においては数を減らしており、注
目が必要な種。森林、草地、水田など多様な環境に生息
し、「茨城県レッドデータブック 2016」では情報不足①注
目種に指定されている。 

昆虫類 

 

 

種名：オニヤンマ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：大型のトンボで、特徴的な見た目から一般の認
知度が高い種。つくば市には平地に広く分布し、良好な水
辺のある樹林や緑地を指標する。 

 

種名：ニイニイゼミ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：平地から山地に生息する。成虫は 6 月中旬から 9
月中旬にみられ、8 月後半になると個体数が激減する。幼虫
は適切な管理が行われた良好な土壌環境を好み、良好な平
地林を指標する。特徴的な鳴き声が市民にとって親しみや
すい種。  

 

種名：ツマグロヒョウモン 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：良好な草地環境に生息し、成虫だけでなく幼虫
も特徴的な見た目をしていることから、市民にとって親し
みやすい種。暖温帯系の種で、近年北上している。 
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分類 写真と解説 

昆虫類 

 

種名：オナガアゲハ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：カラスザンショウなどのミカン科植物のある森
林に生息する。比較的標高の高い地域に生息し、筑波山に
おいてはツツジ類の吸蜜が観察され、一般に親しみやすい
種。  

 

種名：ツクバクロオサムシ 
指標エリア：筑波山 
指標環境：樹林 
選定理由：筑波山周辺のみに生息するものの、個体数は少
なくなく、豊かな階層構造を指標する。筑波山裾野でも生
息が確認できることから、市民にとって親しみやすい種。 

 

種名：タマムシ 
指標エリア：田園・里山、研究学園都市 
指標環境：樹林 
選定理由：クヌギやコナラなどの広葉樹林に生息する。良
好な樹林環境の保全・創出における指標となり、美しい見
た目であり、平地にも広く分布することから身近な種と
なっている。 

 
種名：ホタル類（ゲンジボタル、ヘイケボタル） 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：水辺 
選定理由：良好な水辺環境で見られ、筑波山山麓やその周
辺、各所に残存する谷津田環境において観察できる。市民
にとって身近な種。 
 
 

 

種名：ニホンミツバチ 
指標エリア：田園・里山 
指標環境：草地 
選定理由：田園地域に生息し、つくば市内では本種を利用
した養蜂が行われ、市民にとって身近な種。近年は数を減
らしている。 

 

種名：キムネクマバチ 
指標エリア：研究学園都市 
指標環境：草地 
選定理由：平地～山地の林縁、草地、住宅地に生息する。
フジを中心として訪れるハチであり、市民にとって身近な
種となっている。花粉を媒介する送粉者であるほか、朽木
を利用して繁殖する分解者でもあり、都市域でも生息可能
であることから、良好な緑地の指標となる。 
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資料６ 用語解説 

用語 解説 

ア行 

アダプト・ア・パーク つくば市で行っている環境美化ボランティアの取組。市民が「里

親」となって、公園を「養子」として見立て、公園を我が子のよ

うに愛情を持って世話（清掃・除草など）をしていくプログラム

のこと。 

アダプト・ア・ロード つくば市で行っている環境美化ボランティアの取組。市民が「里

親」となって、道路を「養子」として見立て、道路を我が子のよ

うに愛情を持って世話（清掃・除草など）をしていくプログラム

のこと。 

インタープリテーション 自然観察、自然体験などの活動を通して、自然を保護する心を育

て、自然にやさしい生活の実践を促すため、自然が発する様々な

言葉を人間の言葉に翻訳して伝える、インタープリターが行う活

動の事。一般的には植生や野生動物などの自然物だけでなく、地

域の文化や歴史などを含めた対象の背後に潜む意味や関係性を読

み解き、伝える活動のことを総称していう。 

ABINC 認証 JBIB の「いきもの共生事業所Ⓡ推進ガイドライン」を認証基準と

して、生物多様性に配慮した緑地づくりに取り組む工場、商業施

設等を評価・認証する制度。（参考：資-11 頁） 

OECM 保護地域以外の生物多様性保全に資する地域のこと。生物多様性

条約第 14 回締約国会議（COP14）において採択された OECM の

定義（環境省仮訳）は以下のとおり。「保護地域以外の地理的に画

定された地域で、付随する生態系の機能とサービス、適切な場

合、文化的・精神的・社会経済的・その他地域関連の価値ととも

に、生物多様性の域内保全にとって肯定的な長期の成果を継続的

に達成する方法で統治・管理されているもの」（参考：資-10 頁） 

カ行 

外来生物法 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

の略称。海外から日本へ持ち込まれて、日本の在来生物の生存を

脅かしたり、生態系を乱したり、または乱すおそれのある外来生

物の取扱い規制と、併せて外来生物の防除を行うことを定めた法

律。（参考：資-12 頁） 

GAP 認証 農業者が実施する農畜産物を生産する工程における持続可能な農

業のために生産者が取り組むべき基準について第三者が審査し証

明する認証制度。 

昆明・モントリオール生

物多様性枠組 

令和４年（2022 年）12 月に開催された生物多様性条約第 15 回締

約国会議（COP15）において採択された生物多様性に関する世界

的目標。2050 年までのビジョン「自然と共生する世界」と４つの
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ゴール、及びこれを達成するための 2030 年までのミッションと

ターゲットにより構成されている。（参考：資-7 頁） 

サ行 

30by30 生物多様性保全のため、令和 12 年（2030 年）までに保護地域指

定などによって国土の 30％以上を健全な生態系として効果的に保

全しようとする目標。（参考：資-9 頁） 

JHEP 生物多様性の保全や回復に資する取組みを定量的に評価・認証す

る制度。（参考：資-11 頁） 

自然共生サイト 「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」

として国が認定する区域のこと。認定区域は、保護地域との重複

を除き、「OECM」として国際データベースに登録される。（参考：

資-10 頁） 

条件付特定外来生物 特定外来生物のうち、通常の特定外来生物の規制の一部を、当分

の間、適用除外とする（規制の一部がかからない）生物の通称。

令和５年（2023 年）1 月にアカミミガメ及びアメリカザリガニが

指定され、野外への放出、輸入、販売、購入、頒布等は許可なし

に行うことが禁止されるが、ペットとしての飼育は認められるこ

ととなった。 

侵略的外来種 移動先の生態系、人間の健康や生活、あるいは農林漁業に影響を

及ぼすことが多い外来生物のうち、特にその影響が大きいもの。

侵略的外来生物。 

SEGES 社会・環境に対して貢献度の高い優れた緑を評価認定する制度。

（参考：資-11 頁） 

生態系サービス 人類に利益となる生態系に由来するすべての機能のこと。一般に

は「生態系の公益的機能」あるいは「エコロジカルサービス」と

も呼ばれることもある。大気や水の浄化、水循環や土壌生産力な

どの改善などが含まれる。これらは、食料や木材、飲料水など自

然資源（天然資源）の持続的な生産のための前提条件でもある。

（参考：3 頁） 

生態系ネットワーク 野生生物が生息する様々な空間（森林、農地、都市内緑地・水

辺、河川、海、湿地・湿原・干潟・藻場・サンゴ礁等）がつなが

る生態系のネットワークのこと。エコロジカル・ネットワーク。 

生物多様性基本法 生物多様性の保全および持続可能な利用に関する施策を推進する

ことを目的とし、生物多様性の保全と利用の基本原則や生物多様

性国家戦略の策定、生物多様性地域戦略の策定（努力義務）など

を定めた法律。 

生物多様性国家戦略 生物多様性条約及び生物多様性基本法に基づく、生物多様性の保

全及び持続可能な利用に関する国の基本的な計画のこと。（参考：

資-8 頁） 
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タ行 

地域性種苗 緑化しようとする対象地周辺の自然分布個体から採取・育成し

た種・苗のこと。 

地区計画 都市計画法に基づく制度で、住民の合意に基づき、良好な都市

環境の形成を図ることを目的に、地区の目標や方針のほか、道

路や公園などの施設の配置、建築物の用途、形態など、地区の

特性に応じた独自のまちづくりルールを定めるもの。 

TNFD 民間企業や金融機関などの市場参加者が、生物多様性や自然資

本の観点から事業機会やリスクを適切に評価して情報開示する

ための枠組み（TNFD フレームワーク）を開発する国際的なイ

ニシアティブ。（参考：資-11 頁） 

特定外来生物 外来生物（移入種）のうち、特に人の健康、生態系等への被害

が認められるものとして、外来生物法によって規定された生

物。生きているものに限られ、卵・種子・器官などを含む。 

ナ行 

ネイチャーポジティブ 生物多様性などの自然資本の損失を食い止め、反転させ、回復

軌道に乗せる取り組みのこと。（参考：５頁） 

ヤ行 

有機 JAS 認証 農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを基本として自

然界の力で生産が行われていることを認証する制度。 



 

  

掲載した地図は以下のデータを用いて作成しています 
・国土地理院「国土基本情報：数値地図（市域、道路、鉄道）」 

・国土交通省「国土数値情報（自然公園地域データ）」 

・環境省生物多様性センター「第５回自然環境保全基礎調査特定植物群落調査報告書（特定植物群落）」 
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生物多様性
つくば戦略

令和 7 年(2025年)4 月版

概要版

①実行力のある推進体制の構築

市の生物多様性の保全及び活用を円滑に推進し、実行し
ていく推進体制を構築するため、「つくば市生物多様性セ
ンター（仮称）」及び「つくば市生物多様性活動協議会
（仮称）」を設置します。

先導的施策

市内の生物多様性の状態や変化を把握するため、市民団
体や専門家等と協働しながら野生動植物のモニタリングを
行います。また、市民参加型モニタリングを実施し、市民
が市内の動植物について把握・体感することを促します。

②生物多様性モニタリング

日々の暮らしや事業活動における生物多様性に配慮した
行動を促すため、普及啓発活動を促進するとともに、行動
変容につながる仕組みを検討します。

③生物多様性配慮行動促進事業

つくば市における緑地管理・創出の際に生物多様性に配
慮した緑地とするための基本的考え方や手法等を検討・整
理し、ガイドラインとしてまとめます。

④生物多様性緑地管理・創出ガイドライン

生物多様性保全・再生エリアの候補地となり得るエリア
の把握を進めるとともに、市民参加での里山づくり等を実
施します。

⑦生物多様性保全・再生エリアの把握・活動

生物多様性に関する市民活動を活性化するため、市民団
体の実践する里山管理体験イベント等の開催を支援します。
生物多様性マッチングに関する情報収集を行い活用を図る
とともに、市独自システムの構築を検討します。

⑥生物多様性活動への支援

生物多様性に関する情報を効果的に発信・集約するツー
ルや手段を検討し、生物多様性に関するHPの構築・運用を
行います。また、市内の生きものの解説や分布等を掲載し、
フィールドで活用できる普及啓発資料を制作します。

⑤生物多様性の情報発信・集約機能の強化

生物多様性つくば戦略について
もっと知りたい方は、つくば市
ＨＰより本編をご覧ください。

推進体制・進行管理

本戦略の推進にあたっては、市だけでなく、市民や

市民団体、事業者、研究・教育機関などが主体的に取

組・活動を進めるとともに、相互に連携・協力して生

物多様性活動を推進することが重要です。

本戦略の施策・事業を円滑に推進するため、「つく

ば市生物多様性センター（仮称）」を設置します。ま

た、「つくば市生物多様性活動協議会（仮称）」を設

置し、市内の生物多様性情報の共有及び構成員の連

携・協働による取組を推進していきます。国や茨城県、

近隣自治体との連携も強化し、本戦略を推進します。

また、戦略の進行管理として、PDCAサイクルにより、

施策に紐づく事業や取組を改善していきます。本戦略

の中間見直し・改定時には、各基本戦略の達成目標

（目標値）の達成状況を踏まえながら行います。また、

可能な項目については、目標値の達成状況を「つくば

市環境白書」において毎年公表します。

今後６年間、市の生物多様性に関する取組を先導し

ていく役割を果たす先導的施策を７つ設定しました。

これらの先導的施策を着実に実施していきます。

・生物多様性情報の

共有

・構成員が連携・協働

する取組の推進

担当課室等多様な活動
主体

本戦略に基づく

事業・取組の推進

市民

市民団体

事業者

研究・
教育機関

構成員

働き

かけ
連携

つくば市
つくば市生物多様性センター（仮称）

調整・連携
連携事務局

つくば市
生物多様性活動
協議会（仮称）

役割

・市内の生物多様性活動のコーディネート及び活性化

・生物多様性情報の発信・普及啓発、モニタリングなど

・生物多様性施策に関する市の担当課室等との調整

・「先導的施策」の着実な実施

役割
期待される役割

参考資料１



つくば市の生物多様性のすがた

生物多様性と生態系サービス

ネイチャーポジティブ（自然再興）に向けて

① 多様な動植物の生息生育地・筑波山

② 田園風景や里山でみられる生きもの

③ 生物多様性に配慮している研究学園都市

生物多様性つくば戦略を策定！

地球上では、生命が誕生して以来、様々な環境に合わせ

て生きものが進化し、現在知られているだけでも約175万種

もの生きものがいることがわかっています。

『生物多様性』には、多種多様な生きものがいるという

「種の多様性」だけでなく、森林や湿地、河川などの様々

なタイプの生態系があるという「生態系の多様性」や同じ

種類の生きものの中でも様々な遺伝子があるという「遺伝

子の多様性」もあります。

これら生物多様性を基盤とする生態系から得られる様々

な“自然の恵み”（生態系サービス:食料や水の供給、気候

安定など）によって、私たちの暮らしは支えられています。

私たち自身と将来の世代の暮らしを守るため、生物多様性

の保全と持続可能な利用を進めていく必要があります。

生態系の多様性
山・川・湿地・まち、

たくさんの種類の自然環境があります

種の多様性
動物・植物・昆虫、

たくさんの生き物がいます

遺伝子の多様性
色・形・模様、

たくさんの個性があります

戦略の策定にあたって、つくば市に生息する生きものを把握するために

動植物調査を実施しました。その結果、市内で3,300種を超える動植物を確

認することができました。今後も継続して調査を行い、今回調査できな

かった分類群も含め、継続的に市内の生きものの状況を把握していきます。

筑波山では、その高低差により、山頂と麓の気温に違

いがあります。そのため、植物の垂直分布がみられ、山

頂のブナ林をはじめとした多様な植物相をみることがで

きます。南方系と北方系両方の動物が混在しており、山

頂付近には絶滅危惧種のツクバハコネサンショウウオも

生息しています。

研究学園都市には、公園やペデストリアンデッキ、研究・教育機

関などの緑地があり、それらが一体となってまとまりのある緑地を

形成しています。これらの緑地があるため、都市部でありながら、

キンランやオオタカなど、様々な生きものを見ることができます。

現在、地球上ではかつてない

速さで自然が消失・劣化し、生

物多様性が失われています。自

然が消失・劣化していく傾向を

止め、さらに回復させていく

“ネイチャーポジティブ（自然

再興）”に向けた取組が国内外

で進められています。

本戦略は、生物多様性やその恵みを正しく理解し、必要不

可欠なものであることを認識し、豊かな自然環境・生物多

様性を未来につなぐため、市の生物多様性に関する施策を

戦略的かつ計画的に進めていくことを目指し策定しました。

戦略策定の目的

本戦略は、生物多様性基本法第13条1項に定める

生物多様性地域戦略として策定します。

戦略の位置づけ

本戦略の計画期間は、2025年度から2034年度までの

10年間とします。

計画期間

市内には、平地林や農地、ため池などがみられる田園風景が広がっています。例えば、平地林・社寺林にはカ

ブトムシやフクロウ、水田にはアマガエル、芝畑にはヒバリなど、多種多様な生きものが生息しています。

過去にも自然現象などの影響により大量絶滅が起きていますが、現在は第６の大量絶滅と呼ばれています。地球

上の種の絶滅のスピードは自然状態の約100倍～1,000倍にも達しており、人間活動による影響が主な要因と言われ

ています。

日本の生物多様性は「開発など人間活動による危機」「自然に対する働きかけの縮小による危機」「人間により

持ち込まれたものによる危機」「地球環境の変化による危機」の４つの危機にさらされています。

今、生物多様性が危ない

生物多様性とは…？

ホシザキユキノシタ

カケス

ヤマユリ
ニホンアカガエル

ウチワヤンマ

キンラン

つくば市の生物多様性の成り立ちについて考えると、自然植生が今なお残る筑波山がある

こと、人々の営みが生み出した二次的自然である田園風景や里山があること、建設された研

究学園都市の中にもかつての自然が残されていることが特徴的と考えられます。

生物多様性の成り立ち

つくば市に生息する生きもの

つくば市の生物多様性の特徴

分類群 確認種数 分類群 確認種数

維管束植物 1,353 爬虫類 14

哺乳類 23 両生類 11

鳥類 136 昆虫類 1,803

つくば市で確認された生きもの（合計） 3,340

２１

つくば市の生物多様性に関する主な課題（一例）

筑波山や里山などの着目すべき生態

系が残されており、生態系の保護・

保全を進めることが必要です。

里山の保全には継続的な管理活動が

必要であり、保全活動を担う人材を

育成していくことが求められます。

侵略的外来種が既に多数侵入してい

ることから、戦略的に外来生物対策

を進めることが重要です。

日々の暮らしや事業活動において生

物多様性に配慮する行動変容を促進

していくことが必要です。

生物多様性は比較的新しい政策課題

であり、市の施策・事業を充実させ

ていく必要があります。

市内の多様な主体が連携し、生物多

様性に関する実行力のある推進体制

を構築することが不可欠です。



戦略推進にあたっての考え方

生物多様性の共創による

ネイチャーポジティブの実現

☆ツクバハコネサンショウウオなど、筑波山の希少な生きものや生息地が守られています。

☆ハイキングや登山を楽しみながら生きものや自然について学ぶことができ、筑波山地域ジオ

パークの人気エリアとして、国内外から多くの観光客が訪れています。

☆利用マナーがしっかり周知されており、多数の人が訪れる観光地でありつつ、希少な生きもの

が生息する場となっています。

つくば市に生息する多種多様な動植物の中から、本戦略におい

て、特に着目する種を「つくば市で大切にしたい生きもの」とし

て選定しました。「つくば市で大切にしたい生きもの」について、

今後、モニタリングを継続するとともに、市民が親しむ機会をつ

くっていきます。

※「つくば市で大切にしたい生きもの」の詳細は、生物多様性つくば戦略の

資料編または別冊子『つくばの生物多様性』をご参照ください。

キャッチフレーズ ３つの基本方針 つくば市で大切にしたい生きもの

つくば市の生物多様性の目指す姿

４３

◆筑波山や田園・里山、研究学園都市のネイチャーポジティブ（自然再興）
を目指し、 生物多様性の保全に加え、回復に挑戦します

◆“科学のまち”の最先端の科学を学びながら、多様な主体が連携・協働して
生物多様性活動を行います

◆生きものとの出合いが日々の暮らしを豊かにするように、生物多様性が市
の魅力の一つとなって幸せあふれる未来につなげます

☆屋敷林や平地林は古くから残る大切な自然として維持・

管理が行われています。平地林の管理には年代問わず

たくさんの人が参加しています。

☆茅場での採取作業が行われており、採取された茅は市内

の文化財の茅葺屋根等にも利用されています。

☆生物多様性に配慮した農業が行われています。

☆芝畑では今年もヒバリが子育てをしている様子が見

られます。田んぼには生きもののすみかとして冬の

間も水が溜められており、水鳥がやってきました。

☆化学肥料や農薬が正しく使われており、農業生産と

生きもののすみかの両立が実現しています。

☆生きものを観察するためにドローン等の技術も活用

されています。

☆子どもたちが、虫取りや魚釣りなど自然の中で

遊ぶ姿がよく見られます。

☆週末には小学校の授業で知った生きものを実際

に観察しています。

☆親子で自然や生きものにふれあう機会が増えて

います。

☆市内に点在する湿地などの水辺環境が守られており、希少な

生きものが生息しています。

☆住宅地では、生物多様性に配慮した緑化や庭づくりが行われ

ており、生きものの生息・生育地の連続性が保たれています。

☆野生生物が公園などを自由に行き来し、生きもののネットワークが

作られています。

☆建物では緑地を増やすために屋上緑化などが進められており、都市

部でもいきいきとした生きものの姿を見ることができます。

☆学校の授業で農業体験をしています。

☆市産農産物は市内の小売店や飲食店に運ばれ、地産地消が実現しています。

☆消費者も市産農産物や生物多様性についての認証を受けた商品を積極的に購入しています。

☆里山では、市民が自由に自然とふれあうことができます。

☆自然観察会も開催され、つくば市で暮らす生きものについて詳しく知ることが

できます。

☆事業者も生物多様性のために取り組んでいます。事業所内にビオトープ

を設置している事業者もあり、たくさんの生きものが生息しています。

☆小学生なども社会見学に訪れ、環境学習の場としても活用されています。

☆美しい田園風景の中で多くの人々がサイクリングを楽しんでいます。

☆筑波山の麓に広がる田んぼと里山林が一体となった風景も望むことができます。

☆豊かな自然の中には、季節ごとに様々な生きものが暮らしています。

☆市民や市民団体によって、市内の生きものの状況を把握する

ために生きものモニタリングや里山の管理が行われています。

新たな参加希望者も多く、どんどん輪が広がっています。

☆里山は管理の手が行き届いており、子どもたちも安心して遊

べる場となっています。

☆市内だけではなく、週末には市外からも里山管理の参加者が

訪れています。

☆大学では希少な生きものがいなくなってしまわないように、ブ

ナ稚樹の育成などの取組が行われています。

☆敷地内の緑地やそこに生息する生きものについて、自然博士が

案内してくれます。

☆緑豊かな公園には街中でも希少な生きものが生息しており、市

民の憩いの場や自然とのふれあい・学びの場として人気です。

☆公園内は普段から、自然の中でのウォーキングを楽しむ人や自

然観察に訪れた人でにぎわっています。

☆研究機関では、生物多様性を守るための情報の蓄積や

研究が行われています。科学の力を使って、生物多様

性保全のための新しい技術が開発され、市内だけでは

なく様々な場所で活用されています。

☆敷地内の緑地と他の公園や施設の緑地の連続性が保た

れており、生きものが自由に行き来しています。



つくば市の生物多様性に関する４つの基本戦略及び施策

つくばの生物多様性を“守りはぐくむ”
基本戦略

１

施策② 生態系ネットワークの維持・回復
 

●里山や農地の生態系保全・回復のため、所有者や市民

団体等と連携しながら保全管理を実施・支援します。

●水辺環境の現状把握及び維持・改善を行うことで水辺

に生息する生きものの保全・回復を図ります。

●住宅や事業所等における生物多様性に配慮した緑化を

推進します。

施策③ 野生生物の保護
 

●希少野生生物の保護を進

めます。

●重要な野生生物のモニタ

リングを実施します。

施策① 重要な生態系の保護
 

●市内の重要な生態系の保護・保全・管理を行います。

●国定公園や鳥獣保護区の管理を通じた筑波山・宝篋山

の保護管理を行います。また、『筑波山ブナ林保全指

針』に基づくブナ林の保全管理などを行います。

施策④ 都市緑地の維持管理・回復
 

●都市緑地の確保に努めるとともに、生物多様性に配慮

した管理手法について周知・実施します。

●都市公園や市民緑地などの都市緑地の新規整備・再整

備・維持管理を適切に行います。

●街路樹及びペデストリアンデッキの適切な維持管理を

行います。

施策⑤ 外来生物対策等の推進
 

●侵略的外来種対策を戦略的かつ効果的に推進するため、

ロードマップを検討します。

●特定外来生物やその他の外来植物等の防除を推進する

とともに、外来種侵入状況の情報収集を行います。

●市民等と連携した外来種対策を推進し、侵略的外来種

の防除活動や侵入状況の監視体制を構築します。

●外来種に関する普及啓発として、外来種の特徴や識別

ポイント等の情報発信や講習会等を開催します。

●ナラ枯れや樹木の食害等を抑制・抑止するため、病害

虫対策を進めます。

つくばでは生物多様性が“当たり前”になる
基本戦略

２

施策② 環境教育・環境学習の推進
 

●生物多様性に関する環境教育の充実を図ります。

●身近な自然で生きものを調査するイベントや生き物観

察会等を開催し、大人も子どもも一緒に生きものの

楽しみ方を学ぶ多世代参加の環境学習を推進します。

施策③ 日々の暮らしにおける行動変容の促進
 

●生物多様性を意識したライフスタイルへの転換を促進

するため、生物多様性認証等に関する情報について発

信するなど普及啓発を図ります。

●市民が保全活動を実践する意欲を高めるため、インセ

ンティブとなるような仕組みを検討・構築します。

施策① 行動変容に向けた生物多様性の理解増進
 

●生物多様性や生態系サービスに関する情報発信を市HP

やメール配信などで行い、市民一人ひとりが生物多様

性に関して理解することを目指します。

●生物多様性に関する普及啓発を図るため、生き物と触

れ合う自然観察会や講演会等を開催します。

施策④ 保全活動の主体となる人材の育成
 

●保全活動の主体的役割を担う市民を育成するための人材

育成事業や自然管理活動等を表彰する制度を検討します。

●自然管理活動に市民・事業者・市民団体・研究機関等が

日常的に参加することを促進するため、自然の管理活動

体験等を開催します。

つくばの生物多様性を“活用する”
基本戦略

３

施策② 生態系サービスを体感できる自然体験推進
 

●市民の憩いの場や観光客が自然と触れ合う場として、

自然体験施設の適切な管理・運営や良好な自然の保全

を行います。

●市民が自然と触れ合う機会を増やしていくことで、市

民生活の豊かさを向上し、市の魅力向上に繋げます。

施策③ 魅力的な田園風景の保全・活用
 

●田園風景の景観要素である農地の保全を図ります。

●生物多様性保全に効果の高い営農活動推進を図ります。

●市産農産物の消費拡大及び地産地消を推進するため、

食の魅力の発信や地産地消店認定、農業体験の機会の

提供、学校給食での市産農産物の利用等を行います。

施策① エコツーリズム等の推進
 

●エコツーリズムを推進し、自然を活かした地域づくり

につなげます。

●つくば市の生物多様性の魅力や“面白さ”について、

市内外向けに発信します。

施策④ 野生鳥獣との軋轢の解消
 

●有害鳥獣対策を推進し、農作物被害を防止します。

●アライグマについて、問合せ・相談への対応、捕獲罠の

貸出、アライグマ回収・運搬等を行います。

施策⑤ 気候変動対策と生物多様性保全の両立
 

●再エネ事業における筑波山への眺望景観や水辺空間の景

観への配慮を促します。

●適切に森林を管理し、炭素固定を続けることで気候変動

対策に貢献します。また、森林をはじめとする生態系の

気候調整機能を活用し、急激な気候変化を軽減します。

つくばの生物多様性に“みんなで取り組む”
基本戦略

４

施策② 自然共生サイト等の認定促進
 

●市内の自然共生サイト等の認定を推進・促進します。

●自然共生サイト等に認定されているサイトの連携を図

るため、意見交換会や共同イベント等を開催します。

●生物多様性保全・再生エリアの候補地となり得るエリ

アを把握します。

施策③ 継続的なモニタリング
 

●専門家等と連携し野生動植物モニタリングを実施します。

●市民参加型モニタリングを行います。

●市の生物多様性関連文献のデータベースを構築します。

施策① 生物多様性に関する市民活動の活性化
 

●生物多様性に関する市民活動を活性化するため、生物

多様性活動マッチングシステムの構築を検討します。

市以外のマッチングシステムの活用を促進します。

●生物多様性に取り組む市民活動等を活性化するための

支援を行います。

●市民団体の連携を図るため、生物多様性市民団体ミー

ティング等を定期的に開催します。

施策④ 推進体制の充実
 

●実行力ある推進体制を構築するため、「つくば市生物

多様性センター（仮称）」及び「つくば市生物多様性

活動協議会（仮称）」を設置します。

●市役所の各部局が連携を図りながら生物多様性に関す

る施策を推進するため、庁内連絡会議を開催するとと

もに、市職員の生物多様性に関する理解醸成を促すた

めのセミナーを定期的に開催します。

施策⑥ 生物多様性に配慮した事業活動の推進
 

●市内事業者に向け、事業活動における生物多様性配慮を

促すための普及啓発を行います。

●市内事業者の事業活動に生物多様性の観点を統合するた

めの支援を行います。

●市内における開発に伴う環境影響評価等へ対応します。

●環境負荷が低減された物品等を優先的に調達します。

５ ６

☆基本戦略に紐づく施策・取組は「筑波山エリア」「田園・里山エリア」「研究学園都市エリア」の各エリアへ展開しながら推進します。
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生物多様性

―つくば市生物多様性調査結果の概要―

生物多様性の共創によるネイチャーポジティブの実現

つくば市の取組

一人ひとりが取り組めること

自然や生きものに目を向けよう！

身近な自然や生きものに触れたり、生物多様性につ

いて学んだりしながら、生きものの大切さや自然の恵

み、日々の暮らしとのつながりを理解しましょう。

保全活動や観察会に参加してみよう！

市や市民団体などが行う自然観察会や保全活動に参

加してみましょう。地域の自然について学びながら、

自分でもできることが見つかっていきます。

生物多様性に関する市の取組を推進します！

生物多様性を守り活かす計画（生物多様性つくば戦

略）に基づき、市の取組を着実に推進し、生物多様性

の保全・回復を積極的に進めます。

生物多様性に取り組む輪を広げていきます！

生物多様性の保全・回復を進めるには、つくば市の

取組と、市民や市民団体、事業者、研究・教育機関な

どの取組を連携・協力していくことが重要です。

つくば市では市内の生物多様性に関する活動を推進

するため「つくば市生物多様性センター（仮称）」と

「つくば市生物多様性活動協議会（仮称）」を設置し、

生物多様性を守り活かす取組の輪を広げていきます。

外来種を野外に放さない！

アカミミガメやアメリカザリガニなどの外来種は、

生態系（生きもの同士のつながり）を壊してしまうこ

とがあります。育てているペットや植物は、野外に放

さないようにしましょう。

生物多様性に配慮した暮らしへ！

生物多様性への負担を減らすため、生物多様性に配

慮した商品を購入したり、ごみや汚水を減らしたり、

生きものに配慮した緑地を増やしたりしましょう。 市民調査体験会の様子

普及啓発・情報発信を行っていきます！

広報誌や講演会などで、生物多様性の大切さや保全

活動についてわかりやすく伝えていきます。また、市

民が自然に触れたり考えたりする場も提供します。

市民団体に期待されること
市民団体は、つくば市の生物

多様性の保全や普及啓発などに

おいて重要な役割を果たしてき

ました。今後も、市民が参加で

きる自然観察会や自然体験会、

保全活動などを開催し、生物多

様性の保全・回復につながる取

組を実施・継続していくことが

期待されます。

事業者に期待されること
事業者には、オフィスや工場などの敷地内で生物多様性に配慮した緑地

の創出・管理を行ったり、自然体験会の開催、外来種駆除などの取組を

進めることが求められます。また、サプライチェーン全体で生物多様性

を意識したり、事業活動が生物多様性へ与える影響を把握し、その影響

をできる限り小さくすることが期待されます。

研究・教育機関に期待されること
研究・教育機関には、身近な自然や生きものに対する子どもや学生の興

味・関心を高めたり、保全活動に取り組む人材育成、新しい技術の開

発・普及、専門的な立場から指導することなどが期待されます。また、

敷地内で生物多様性に配慮した緑地の創出・管理を行ったり、自然体験

会を開催したり、外来種駆除を行ったりすることなども求められます。

参考資料２



は虫類
14種類が見つかりました。外来種のアカミミガメ

が多いですが、在来種のニホンスッポンもいます。

ニホンヤモリやニホンカナヘビ、ヘビのなかまもい

ますが、よく見かけるはずのシマヘビが餌となるカ

エルなどの減少で少なくなっているかもしれません。

つくば市の生物多様性のすがた

つくば市で見つかった生きもの

２１

つくば市に生息する希少な生きもの

つくば市では、約2年間かけてたくさんの生きものを調べました。一方で、コケやキノコ、魚、虫以外の節足動物

など、まだ調べきれていない生きものもたくさんいます。また、今回調べた植物や動物の中にも、見つけられなかっ

た種類がいます。これからも、つくば市の生きものを調べ続けます。そうすることで、つくば市の自然をもっとよく

知り、生物多様性を守り活かす計画（生物多様性つくば戦略）をより良いものにしていきます。

これからも調査を続けていく必要があります

アオヘリアオゴミムシ

つくば市で見つかった外来種

特定外来生物

オオキンケイギク

ウシガエル クビアカツヤカミキリ

アライグマ

市内の20ヵ所を中心に生きものを調べました

つくば市では、生物多様性を守り活かす計画

（生物多様性つくば戦略）を作るために、市内の

生きものを調べました。植物（維管束植物）や動

物（ほ乳類、鳥類、は虫類、両生類、昆虫類）に

ついて、つくば市、筑波大学、国立環境研究所な

どの専門家たちが協力して、市内の20か所を中心

に調査を行いました。

この調査は、つくば市の自然や生きものの豊か

さを知るために大切な取り組みです。

生きもの調査の実施

調べた期間：2023年4月 ～2024年7月

植物 ほ乳類

鳥類

両生類 昆虫類

1,353種類の植物が見つかりました。筑波山では、

山の下から頂上に向かって植物の種類が変わります。

珍しい植物もありますが、草原や湿地に育つ珍しい

植物が減っています。市街地の中にも緑が続いてい

て、動物たちの大切なすみかになっています。

136種類が見つかりました。筑波山には夏に子育て

にやってくる鳥や、渡り途中に休憩する鳥、冬を過

ごす鳥もいます。平らな土地には草原にすむ鳥がい

て、林には夏と冬で違う鳥がいます。市街地にある

公園の池には冬にたくさんのカモが来ます。

11種類が見つかりました。筑波山にはツクバハコ

ネサンショウウオや山にすむカエル類がいます。平

らな土地の田んぼにはいろいろなカエル類がいます。

以前は見つかっていたアカハライモリが見つからず、

とても減っているかもしれません。

コウモリ類約5種類を含む23種類が見つかりました。

筑波山にはニホンリスなどの森にすむ動物、平らな

土地にはキツネ、市街地の近くにはタヌキがいます。

カヤネズミなどの珍しい種類も見つかりました。

1,803種類が見つかりました。筑波山や平地林に多

くの虫がすんでいます。池や川にはトンボがたくさ

んいます。最近は暖かい場所にすんでいた虫が北に

来ているので、山の上にすむ虫たちへの影響が心配

です。

ホシザキユキノシタ

カケス

条件付特定外来生物

アカミミガメ アメリカザリガニ

周辺自治体で侵入が確認

もしつくば市内に入っ

てきた場合、農家の人の

大切な農作物をたべたり、

家の庭に入ってきて庭の

木や花を食べてしまうか

もしれません。

調べた場所

つくば市で動植物の調査をしたところ、今回の調査では3,300種以上の生

きものが見つかりました。

つくば市のほとんどの場所は暖かい気候（暖温帯）で平らな平地ですが、

筑波山（標高877m）の頂上付近は、少し寒い気候（冷温帯）になっています。

筑波山周辺には豊かな自然があり、平地には田んぼや里山など、人が昔から

使ってきた自然があります。また、研究学園都市をつくるときには生きもの

にやさしい設計をしました。これらの特徴のおかげで、市内のいろいろな場

所に多くの生きものがすんでいます。

しかし、東京などの都会から来やすいことや、田畑や市街地があることで、

外来種も多く見つかりました。これは気を付けなければいけない点です。

つくば市内では合計171種の希少な生きものが見つかりました。天然記念物が3種類、国内希少

野生動植物種は2種類、環境省レッドリストに載っている種類は67種、茨城県レッドデータブッ

クに載っている種類は157種が見つかっています。

中でも、アオヘリアオゴミムシというゴミムシのなかまは「環境省レッドリスト2020」・「茨

城県レッドデータブック2016」で絶滅危惧ⅠA類に指定されており、茨城県内で60年近く見つ

かっていませんでしたが、今回の調査でつくば市内で生息しているのが見つかりました。

こうした希少な生きものは身近な場所にもすんでいて、守っていく必要があります。

外来種とは、人間によって本来すんでいなかった場所に連れてこられた生きものです。

つくば市では、たくさんの外来種が見つかっています。以前から見つかっていたアライグマやセイタカアワダチソ

ウに加えて、最近では新しい外来種も見つかっています。例えば、木を食べる昆虫のクビアカツヤカミキリや、毒を

持つクモのセアカゴケグモなどです。

外来種が増えると、農業や林業への影響、人間にとって危険、もともとその場所にいた生きもの（在来種）の生活

を脅かす、その地域の自然のバランスを崩してしまうことがあります。つくば市の隣の地域では、キョンという特定

外来生物が見つかっているので、つくば市に入ってこないか心配されています。

今回の調査で見かけた、これから調査が必要な生きもののなかま

キョン

調査範囲

イチョウウキゴケ
（コケのなかま）

シロオビトリノフンダマシ
（クモのなかま）

ヤマキサゴ
（カタツムリのなかま）

ミナミメダカ
（魚類）



田園・里山の土地利用

多くが農地で構成され、市の北西
部には畑、北東部には田んぼがた
くさんあります。農地の合間には、
小さな森や工場が在しています。

研究学園都市エリアの土地利用

つくば市は、住宅やお店、工場などがある
都市ですが、同時にたくさんの緑も残って
います。筑波大学や工場の周りには広い緑
のスペースがあり、都市の中にたくさんの
緑があるのはつくば市の大きな特徴です。

筑波山エリアの土地利用

そのほとんどが森林でできていて、木の
上や森の中、沢などの水の中や水のそば
で暮らす生きものがすんでいます。

43

昔からの自然が残り、さまざまな生きものがすむ筑波山

人と自然が一緒に作り上げた田んぼや里山

昔からの自然も残された研究学園都市

市内には、平地林や農地、ため池などの田園風景がたくさんあります。

例えば、平地の森や神社の森にはカブトムシやフクロウ、田んぼにはアマ

ガエル、芝畑にはヒバリなど、さまざまな生きものが人と一緒に暮らして

います。

つくば市の自然の特徴は、①昔からの自然が残る筑波山、②人と自然が一緒に作り

上げた田んぼや里山、③昔からの自然も残された研究学園都市の3つの大切な場所が

あることです。これらの場所があることで、つくば市にはいろいろな種類の生きもの

がすむことができています。つくば市は、新しい街と昔からの自然がうまく混ざり

合った、とても珍しい場所なのです。

生物多様性の成り立ち～生物多様性の3つのエリア~

つくば市の生物多様性の特徴

つつじヶ丘には、人々の保全活動のおか
げで、小さなススキの草原が残されてい
ます。この草原には、ワレモコウやタム
ラソウという珍しい植物が育っています。

筑波山つつじヶ丘

タムラソウ

筑波山には高さによって3つの違
う森があります。山のふもとは
暖かい場所に生える木の森、山
の上の寒い場所に生える木の森、
その両方が混じる中間の森。高
さによって違う種類の木が生え
ているので、それぞれの場所に
あった動物や植物が暮らします。

筑波山

寒い森に生えているヒイラギソウ

筑波山系の周辺には高い山はな
く、特に山地性・樹林性鳥類の
貴重な繁殖地・中継地・越冬地
となっています。

鳥類の繁殖地・中継地・越冬地

筑波山エリアを渡り途中に
通過するハチクマ

つくば市にはいくつかの川が流れて
おり、小貝川ではキタミソウ、桜川
ではヨロイグサが生育するなど、珍
しい植物が生えています。

川の生物多様性

キタミソウ

筑波山のふもとには、昔からある
「谷津田」(谷間にある田んぼ)が
ところどころにあります。ここに
は、最近数が減っているニホンア
カガエルやアズマヒキガエルなど
がたくさんすんでいます。一方で、
管理する人がいなくなったり、使
われなくなったり、外来種が広
がったりして、こうした生きもの
が姿を消そうとしています。

筑波山系の山麓

ニホンアカガエル

サシバ

平地に点在する谷戸

つくば市の平らな土地には、ところ
どころ谷のような地形の場所があり
ます。この場所は谷戸（やと）と呼
ばれ、家を建てたりするのが難しい
ことから、昔のままの自然が残って
います。こうした場所では、タコノ
アシという水辺に生える珍しい植物
や、カエルのなかまやコオイムシの
ような水の中で暮らす昆虫、これら
を餌にするサシバというタカのなか
まが生活しています。谷戸は、小さ
な自然の宝箱のような場所です。

ペデストリアンデッキ

ペデストリアンデッキ

つくば市の街の中には、南
北に伸びる歩行者用のデッ
キがあります。このデッキ
の周りには、いろいろな種
類の街路樹や植物が植えら
れています。小さな公園や
緑のスペースがつながり、
鳥や昆虫たちが移動するた
めの道になっています。

つくば市の市街地に残っている小さな森では、市民の人たちが協力
して森の手入れをしています。その結果、キンランなどの珍しい植
物が育っています。この森は、周りの田んぼと一体になって、フク
ロウなどの生きものを育む、大切な場所になっています。

市街地に残された平地林

市街地には、調節池や公園の池など、いろい
ろな水辺があります。これらの水辺には、カ
モやカイツブリ、カワセミなどの水辺の鳥、
チョウトンボなどの昆虫が暮らしています。

点在する水辺環境

公園の池に生息するカイツブリ

研究学園都市には、たくさんの緑があります。

公園、歩道の緑地、研究所の周りの緑地が、つ

ながってひとつの大きな緑の空間を作っていま

す。こうした緑地のおかげで、キンランやオオ

タカなど、珍しい生き物を見ることができます。

建物がたくさんあっても、生きものがすめる自

然を大切にしている特別な場所なのです。

筑波山は、とても面白い山です。山のふもとから頂上まで登ると、気

温が変わります。そのため、場所によって違う植物が生えています。頂

上にはブナの森があり、標高によって色々な植物が見られ、暖かい場所

にすむ生きものと寒い場所にすむ生きものが一緒に暮らしています。筑

波山は小さな山ですが、たくさんの種類の生きものがすみ、絶滅危惧種

のツクバハコネサンショウウオも生息している特別な場所です。

筑波山の山容

市内の平地林

市内の農地
中央公園キンラン フクロウのひな豊かな緑のある河川

【出典】
茨城県都市計画基礎調査
（令和4年度）より作成

凡例

田

畑

平地林・公園・緑地

住宅・商工業用地その他

筑波山エリア

田園・里山エリア

研究学園都市エリア
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「つくば市の大切にしたい生きもの」とは
つくば市にはさまざまな生きものが暮らしています。その中から、特に大切にしたい生きものを選びました。これ

らの生きものは、つくば市の自然にとってとても重要な存在です。これからは、これらの生きものを、定期的に調べ

て（モニタリング）、市民の皆さんに知ってもらい、生きものが私たちと一緒に暮らしていける環境を作っていきた

いと考えています。

つくば市の大切にしたい生きもの

つくば市で守りたい種
つくば市内において、数が減ってい

る生きものや、ここにしかいない珍し

い生きもの、生態系のバランスを保つ

ために重要な生きものを、10種類選び

ました。（植物4種類、ほ乳類1種類、

鳥類2種類、両生類1種類、昆虫2種類）

モニタリング指標種
市内の良い環境や自然を守る活動を

行っている場所を調べるために、特別

な生きものを27種類選びました。これ

らの生きものが元気に暮らしている場

所は、自然が健康な場所です。（植物9

種類、ほ乳類2種類、鳥類5種類、は虫

類1種類、両生類1種類、昆虫類9種類）

つくば市民に身近な種
つくば市で守りたい種やモニタリン

グ指標種に含まれないものの、市民に

とって親しみのある種を26種類選びま

した。（植物11種類、ほ乳類1種類、

鳥類3種類、は虫類1種類、両生類1種

類、昆虫類9種類） ヤマユリ

ヒイラギソウ

カワラナデシコ ホシザキユキノシタタムラソウ

カヤネズミ（巣） サシバオオタカ

早瀬長利氏撮影

ツクバハコネサンショウウオ オオムラサキ アオヘリアオゴミムシ

ワレモコウ

キンラン類

アマナ

タコノアシ ブナ（ブナ林）

コウモリ類 キツネ

コゲラ シマヘビ ニホンアカガエル

コオイムシ ギンイチモンジセセリ ムラサキシジミ

カタクリ ヤマユリ フクロウ アズマヒキガエル ニホンミツバチ

※「つくば市の大切にしたい生きもの」の一覧は、つくば市ＨＰより生物多様性つくば戦略資料編をご覧ください。



生物多様性つくば戦略策定スケジュール 

年度 月 
懇話会等 

地域戦略の検討 
回 議事 

2022年度 

７月 第 1回懇話会 
・基本的事項の確認 
・策定の進め方について 

－ 

11月 第２回懇話会 ・重要エリア等について － 

２月 地元市民団体会合（筑波大学・日本自然保護協会主催） － 

３月 第３回懇話会 ・現状の市の取組、施策など － 

2023年度 

４月～６月 － － 

・生物多様性に関する国内外の動向の把握（生物多様性国家戦略 2023-2030、昆明・
モントリオール生物多様性枠組、地域戦略策定マニュアル改定、国制度等） 

・動植物現地調査の実施時期・調査箇所等の検討 
・つくば市の関連計画の生物多様性関連事業等の整理 
・これまでの懇話会の委員意見の整理 

８月 第４回懇話会 

・昨年度の懇話会の振り返り 
・地域戦略策定の基本的な方針 
・市民アンケートについて 
・市民ワークショップについて 

※生物多様性つくば戦略の策定方針に関する議論 

８月～10月 － － 
・つくば市の生物多様性に関する既存情報のとりまとめ 
・アンケート調査（９月） 
・ワークショップ（10月） 

11月 第５回懇話会 
・調査結果（時点版）の報告 
・市民意識調査結果 
・市の現況や課題等及び戦略の方向性 

※市の生物多様性の現況や課題等について確認 
※生物多様性つくば戦略の方向性について議論 

12月～２月 － － 
・骨子案の作成 
・地域戦略で目指す将来像、目標、施策体系等について検討 

３月 第６回懇話会 
・地域戦略の骨子（将来像・目標を含む） 
・地域戦略の施策・取組 

※生物多様性の観点からつくば市の目指す将来像・目標について議論 
※生物多様性つくば戦略の構成や施策体系について議論 

2024年度 

４月～７月 － － 
・素案の作成 
・動植物調査結果のとりまとめ 
・意見聴取（市民団体、事業者・研究機関等、有識者） 

８月 第７回懇話会 
・動植物調査結果の整理、つくば市の 
生物多様性の現状 

・生物多様性つくば戦略（素案） 
※生物多様性つくば戦略（全体）について議論 

８月～10月 － － ・生物多様性つくば戦略（素案）の修正、つくば市で大切にしたい生きものの検討 

10月 第８回懇話会 
・生物多様性つくば戦略（素案） 
・つくば市で大切にしたい生きもの 

※生物多様性つくば戦略（全体）について議論 

12月～１月 パブリックコメント募集 

２月 

（本日） 
第９回懇話会 

・パブリックコメントの結果について 
・生物多様性つくば戦略（案）について 

－ 

地域戦略策定 

※動植物調査は 2023年夏～2024年春にかけて実施。また、2024年 11月に市民調査体験会を開催。 

参考資料３ 
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市民調査体験会実施結果 

1. 実施目的 

生物多様性つくば戦略の推進にあたって、市内の身近な生物多様性を市民が実感していくことが重

要と考えられることから、生物多様性を体感する機会として市民参加型モニタリングは必要といえ

る。令和 6年度に、市民参加型モニタリングのプレ調査としての位置づけで、市民調査体験会を開催

した。 

 

2. 名称 

市民調査体験会 

 

3. 実施概要 

日時：令和 6 年 11 月 23 日（土）10：00～12：00（9：30 受付開始） 

場所：フォンテーヌの森 

講師：小幡和男氏（ミュージアムパーク茨城県自然博物館名誉学芸員） 

参加者数：26 名（市民及び市内への通勤・通学者） 

 

4. 市民調査体験実施結果 

(１) 植物調査体験結果 

 ① ルーペを使った葉の観察 

参加者へルーペを配布し、集合地点の周辺で見られた樹木の葉を用いて、ルーペの使い方と種

の識別方法について小幡先生より解説を行った。ムクノキ、エノキ、ウツギ、ヤブツバキ、サザ

ンカを観察し、それぞれの葉っぱの形状や表面に生える毛などの微細構造を観察した。似たよう

な葉を有する植物でも、ルーペを用いることで種の同定ができることを参加者に体験してもらう

ことができた。 

 

 ② コドラート調査 

天王池の水辺へ移動し、範囲を設定して範囲内に生育する植物を採集した。参加者に採集して

もらった植物はシートの上へ集め、小幡先生より各種の見分け方や生態の解説を行った。21 種の

植物が確認され、水辺ではつくば市で大切にしたい種のタコノアシの生育が確認された。タコノ

アシは小幡先生が胴長を着て水辺に立ち入り、採集を行い、参加者の手元でその特徴的な形状を

観察した。また、水辺に生育するタコノアシを、フィールドスコープを設置して観察した。 

 

  

参考資料４ 
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表 確認された植物 

目名 科名 種名 
ルーペ 

観察 

コドラート 

調査 

つくば市で 

大切にしたい種 

ウラボシ ヒメシダ ミドリヒメワラビ   ○   

 メシダ シケシダ   ○   

イネ イネ ササガヤ   ○   

  チヂミザサ   ○   

  アズマネザサ   ○   

ユキノシタ タコノアシ タコノアシ   ○ ○ 

バラ バラ ヤブヘビイチゴ   ○   

 アサ ムクノキ ○     

 アサ エノキ ○     

 アサ カナムグラ   ○   

 クワ ヤマグワ   ○   

 ウリ カラスウリ   ○   

カタバミ カタバミ オッタチカタバミ   ○   

ナデシコ タデ イヌタデ   ○   

 ヒユ イノコヅチ   ○   

ミズキ アジサイ ウツギ ○     

ツツジ ツバキ ヤブツバキ ○     

 ツバキ サザンカ ○     

ナス ナス アメリカイヌホオズキ   ○   

キク キク ヨモギ   ○   

セリ セリ セリ   ○   

11 目 19 科 21 種 5 種 16 種 1 種 

 

  
写真：ルーペを使った葉の観察 

  
写真：コドラート調査 
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(２) 動物調査体験結果 

 ① 目視観察 

植物調査体験中も含め、生息する昆虫類を目視確認した。この日は暖かったため、キタテハや

オオカマキリ、キビキリギスなどの昆虫類が確認された。開始時に紹介したバイオームアプリも、

参加者各々が試しており、参加者の一部は既にインストール済みであった。 

 

 ② ライトトラップ、ベイトトラップ 

事前に設置していたライトトラップ(前日：11 月 22 日設置)、ベイトトラップ（下見時：11 月

11 日設置）の回収を行った。ライトトラップは時期も良くないため、小蛾類とカ科にとどまった。

一方、ベイトトラップについては多くのセンチコガネが捕獲されており、少ないもののマイマイ

カブリやアオオサムシ、セアカヒラタゴミムシなども捕獲されていた。ベイトトラップで捕獲さ

れていた種はいずれも分解者であり、良好な生態系を有する土地を指標する種であることの解説

を受託者より行った。子供達は昆虫類に集まっていたものの、大人たちは解説に興味を示してい

た。 

 

 ③ センサーカメラ 

事前に設置していたセンサーカメラ（下見時：11 月 11 日設置）の回収を行い、参加者と一緒に

撮影された種の確認を行った。撮影種の確認は、集合場所の日陰においてスクリーンを設置し、

プロジェクターによる確認種の投影により実施した。撮影数は 6枚と設置期間の割にはそれほど多

くなかったものの、タヌキ、キツネ、ニホンイタチと 3種が確認された。身近な環境にこれらの哺

乳類が生息することに、参加者は興味を示していた。また、キツネについてはつくば市で大切に

したい種にも選定されており、キツネが生息する地域には豊富な餌資源があることの説明を受託

者より行った。 

 

表 確認された動物 

分類 目名 科名 和名 
目視 

観察 

ライト 

トラップ 

ベイト 

トラップ 

センサー 

カメラ 

つくば市で 

大切にしたい種 

哺乳類 ネコ イヌ タヌキ       ○   

   キツネ       ○ ○ 

  イタチ ニホンイタチ       ○   

鳥類 スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ ○         

昆虫類 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ     ○     

 カマキリ カマキリ オオカマキリ ○         

 バッタ キリギリス クビキリギス ○         

 チョウ タテハチョウ キタテハ 〇        

  - 小蛾類  〇    

 ハエ カ カ科   ○       

 コウチュウ オサムシ マイマイカブリ     ○     

   アオオサムシ     ○     

   セアカヒラタゴミムシ     ○     

  センチコガネ センチコガネ     ○     

3 分類群 8 目 11 科 14 種 4 種 3 種 5 種 3 種 1 種 
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写真：目視観察 写真：ベイトトラップの回収・確認 

  
写真：つくば市で大切にしたい生きものの解説 写真：センサーカメラの確認 

  
タヌキ キツネ 

  
ニホンイタチ キタテハ 

写真：確認された動物 
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